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序

仙台市は、高速鉄道の 7月 開業を間近に控え、21世紀

へ向けて東北の中枢都市として飛躍的に発展を遂げてお

ります。

文化財保護行政につきましては、日頃、市民のみなさ

んをはじめ、各関係機関の御理解と御協力をいただき、

心から感謝いたしております。文化財は、私達の祖先が

豊かな自然環境と長い歴史の中で、伝 えられてきた貴重

な文化遺産であります。この遺産を保護・保存し、後世

へ受け継いでいくことは、私達に課せられた大きな責務

であると考えております。

高速鉄道建設に係る発掘調査は、昭和56年度から開始

し、 6年間を費やし、終了いたしました。この間、 6追

跡の発掘調査を実施 し、今まで知られていなかった新事

実の発見など多くの貴重な成果を得ることができました。

今後、これまで蓄積された膨大な量の遺物を整理 し、報

告 していく所存であります。

今年度、最終調査の概報がここに公開されるに当り、

各関係機関や関係各位の御指導、御協力をいただいたこ

とに対し、深心なる感謝を申し上げます。さらに、本書

が貴重な学問的資料や文化財に対する啓蒙、普及の進展

に益々役立つことを念願 してやみません。

最後にこうした文化財保護行政に対し、よリー層の御

支援、御指導をお願い申し上げて御挨拶といたします。

昭和62年 3月

仙台市教育委員会

教 育 長 藤 井 黎



例    言

1.本書は、仙台市高速鉄道南北線関係遵跡に係る伊昔田遺跡・六反四遺跡における昭和61年

度の追跡発掘調査概報である。

2.本概報は調査の速報を目的とし、作成にあたり次のとおり分担した。

本文執筆 1・ Ⅳ・…・絡源信彦

Ⅲ・Ⅲ……・吉岡恭平

整理作業 佐藤良文、藤沢 教、小村田達也、本村 浩、加藤若子、後藤幸子、杉船

比佐子、高橋朝子、西木広枝、村上祥子、油井ゆかり

編  集 佐藤良文

3,本書に使廂した地図は、国土地理院発行の 5万分の1「仙台」を複製した。

4.本書の上色については、「新版標準土色帳」 (小山・竹原 :1970)を 使用した。

5,本書中の方位角は、真北線を基準―としている。

0.本書の遺物実測図のうち、土器・礫石器は 3分の 1、 剣片石器は 3分の 2の縮尺である。

7.本書で使用した造構略号は次のとおりである。

SB建 物 跡

SD濤  跡

SI 竪穴住居跡 。竪穴遺構

SK 土  羨

SX その他の遺構

8,本書に関係する出土遺物・作成図面・写真については、一括して仙台市教育委員会が保管

している。
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I.調査経過

仙台市高速鉄道南北線建設に伴 う遺跡の

発掘調査は、今年で 6年 目を迎え、 4月 22

日から開始した。調査は伊古田・六反田遺

跡の 2ヶ 所で、12月 で終了した六反田遺跡

を最後に、高速鉄道南北線に伴 う発掘調査

を終了した。

伊古田遺跡は、富沢駅に付属する東狽1の

駅前広場に相当する市道「下ノ内・塚田」

線に伴 う調査であり、 8月 4日 より開始 し

た。この部分は、重機による破壊が著しい

所で、調査区の殆どが破壊 され、南端の一

部の調査を実施し、土鍍 4基、ビット4個が検出されたのみである。

六反田遺跡は、昭和60年度から継続して市道「下ノ内・六反田」線に伴う調査であり、南側

部分を対象に実施した。

今回の調査によって、縄文時代と奈良・平安時代の遺構
。遺物が発見された。縄文時代では

後期前葉に属する南境式期の竪床住居跡 1軒、埋設土器遺構 5基、配石遺構 2基、土渡28基、

遺物包合層などが検出され、遺構及び包合層から多量の遺物が出土している。

奈良・平安時代では、竪穴住居跡 1軒、掘立柱建物跡 1棟、濤跡 3条のほか、多くの小濤状

遺構が検出されている。

このように、今回の調査でも、数々の調査成果が得られている。

高速鉄道建設に伴 う野外の調査はこれで終了し、今後は、いままで 6年間調査して蓄積され

た膨大な量の遺物を整理し、報告書を刊行する室内作業を実施していくことである。

第1表 調査一覧表

遺

所

跡

在

名

地

代

類

時

種
調 査 期 間 調査面積 担 当 職 員

伊 古 田 遺 跡

仙台市大野田字塚田 他
縄文、古墳～平安

集  落  跡
S618.4～

S619 5
約54ド 吉岡恭平

六 反 田 違 跡

仙台市大野田字五反田他

縄 文 ～ 平 安

集 落 跡

S61 4 22´ヤ

S611225
約490ド 篠原信彦・吉岡恭平・佐藤良文

第 1図 遺跡の位置図
(1 六反田遺跡 2 伊古田追跡)
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C-199

遺跡番号 |ミ 跡 名 称 所 属 時 期 還朋 春号 遼 泌 名 祢 所 属 時 期

C-196 伊 古 田 追 跡 縄文 (後 )、 古墳 ～半安 C-054 大野 田 古 墳 群 吉墳
C-197 六 反 田 遺 跡 縄文(中・後 晩)、 弥生～平安 -106 三 神 峯 遺 跡 縄文 (早 '前 中 )
C-299 下 ノ 内 遺 跡 縄文(中・後)、 弥生～平安 C-112 大 野 田 遺 跡 縄文(後 )、 奈良、平安
C-300 下 ノ 内 浦 通 跡 縄文 (早・前・後大弥生～中世 ―-152 鍛冶屋 敷A遺脚 奈良、平安
C-301 宮 沢 遺 跡 縄文～近世 堀 ノ 内 遺 跡 古墳～半安

C-007 砂 押 古 墳 古娯 C-155 原 東 遺 跡 古墳～平安
C-008 裏 町 古 墳 苗ttF ―-156 裏 町 東 遺 跡 平安
C-014 教 塚 古 墳 古墳 C-195 冨 沢上 ノ台返跡 奈 長、半安
C-015 釜 洗 沢 古 墳 古墳 C-199 袋 東 追 跡 古墳、奈良、平安
C-017 金岡八幡古墳 古墳 -201 冨 沢 肩 水 遠 肋 奈良、平安
C-031 土手 内 横 穴 群 奈良、平安 C-203 砂押 屋 敷 遺 跡 平 安
C-038 王 の 壇 古 婿 古 墳 C-233 山 口 遺 跡 縄文 (早～晩 )、 弥生～中世
C-039 春 日 社 古 墳 古墳 C-266 死 袋 ‖ 遠 あ 縄文 (後 )、 奈 長、半安
C-040 五 反 田 古 墳 古墳 C-267 元 袋 Ⅲ 追 跡 奈良・平安
C-043 鳥 居 塚 古 墳 古墳 C-427 土 手 内 窯 肋 平安
C-046 五反田箱式石構 古墳 C-520 富 沢 館 跡 奈良、平安、中世
C-052 五 反 田 木 相 墓 盲 墳 C-658 元 袋 古 穂 群 中 世

第 3図 遺跡の位置と周辺遺跡



I.遺跡の立地と環境
仙台市高速鉄道南北線は、七北田を起点とし、七北田丘陵、仙台市街地をのせる段丘群を南

下し、広瀬橋付近から宮城野海岸平野へ入り、終点泉崎に至る。今年度の調査は、昨年度に引

き続き宮城野海岸平野の中の郡山低地において行なわれた。郡山低地は北東縁を広瀬川、南縁

を名取川、北西縁を長町―利府線により画されている。ここには広瀬・名取両河川により形成

された自然堤防、後背湿地が見られる。自然堤防は広瀬川右岸・名取川左岸に見られ、名取川

左岸には旧魚川が曲流している。また郡山低地の中央には南北 |こ走る自然堤防が見られる。こ

れら自然堤防の背後には後背湿地が広がっている。

調査対象区域は、郡山低地の中でもその西半部である。ここには北半の′烏居原、中谷地、泉

崎に広範な後背湿地が広がり、南半の下ノ内、大野田には自然堤防が見られる。調査は、伊古

田・六反田遺跡で行なわれた。両追跡とも名取川により形成された自然堤防上に立地している。

この郡山低地西半部及びその周辺は仙台市内でも数多くの遺肋が分布する地域であり、とく

に重層構造の遺跡が多数存在することが近年の調査で明らかにされている。南半においてその

発端となったのは昭和51年 に実施された六反田遺跡の調査である。その後昭和56年 に開始され

た高速鉄道関係の遺跡―伊古田・下ノ内・下ノ内浦遺跡、昭和53・ 56・ 57年の山口遺跡、昭和

59年の六反田遺跡などが次々と調査された。それらの成果によりこの地域には、縄文時代早期

前葉から中期・後期・晩期、弥生時代、古墳時代、奈良時代、平安時代、中世、近世、近代、

そして現代に至るまでの人間活動の痕跡が、地表下約 2～ 4mの土層に刻み込まれていること

が明らかになった。北半にある富沢遺跡はt昭和57年の山口追跡における平安時代の水田跡の

発見を契機とし、同年実施された高速鉄道関係遺跡調査で弥生時代と平安時代の水田跡が検出

されたことにより認識されるに至った。昭和59年度までの調査により弥生時代 2時期、平安時

代 2時期、中世 1時期の水田跡の存在が明らかになっていたが、さらに昭和60年度の都市計画

街路長町―折立線に伴う調査で、あらたに弥生時代の 3時期の水田肋と古墳時代の水田跡が検

出されている。

その他には縄文時代の追跡として三神峯遺跡・大野田遺跡・元袋Ⅲ遺跡などがある。古墳時

代の遺跡は数多く、西多賀周辺には裏町古墳・金洗沢古墳・砂押古墳等が、大野田には鳥居塚

古墳・王の壇古墳 。春日社古墳、大野田 1号 。2号古墳等がある。また、富沢遺跡の北には金

岡八幡古墳が、西南部には教塚古墳がムる。中世では新魚川の南に富沢館跡がある。

尚、郡山低地西半部は旧来自然堤防上に集落や畑が営まれ、後背湿地には水田が広がってい

たが、近年行なわれた土地区画整理及び高速鉄道建設に伴い、開発化が急速に進み、その景観

は変貌の一途 をたどっている。

(注 1)60年度の調査成果より、「富沢水田追跡」から「富沢遺跡」へと名称を変更した。

(注 2)昭和61年 に埋蔵文化財研究所に調査され、壊滅している。



Ⅲ.伊古田遺跡 (C-196)

1.遺跡の立地

伊古田遺跡は、 東北本線長町駅から南西へ約 2 km、 名取川およびその支流である旧魚川

とによって形成された自然堤防上に立地する。昭和58・ 59年度の調査により、縄文時代後期中

葉、古墳・奈良・平安時代にかけての複合遺跡であることが半」明している。隣接する遺跡とし

て六反田 。下ノ内・下ノ内浦・山口遺跡などが存在する。今回調査した部分は、仙台市高速鉄

道富沢駅東側の市道下ノ内・塚田線部分である。

2.調査の方法

今回の調査対象区域は、58年度調査済の I区の東側に接した南北72.5m、 東西12m、 面積約

870ご の部分である。盛土掘削中に58年度調査時にも確認されていた大規模な攪乱が、調査予

定部分の大半に及ぶことが半」明したため、調査は比較的攪乱の浅い南端部約54ド 、 I～ K-22

～24グ リッドについて実施した。旧表土が残存していたのはトレンチ南東隅のK―筋グリッド

の三角形部分わずか1.4∬ だけである。

3.調査の概要

基本層位 基本層は攪乱を免れた東壁とK-22グ リッドにおいて確認された。 (第 5図、写

真 1)。 1層 は盛土以前の畑の耕作土、 2層 は黒褐色シルト、挽層は暗褐色 シルトで、ピット1～

4の検出面である。 4層 はにぶい黄褐色細砂で SK3・ 4の検出面である。3b・ 3c・ 4層 およ

びそれ以下約 2mの地層は河川跡の堆積土で、その下位が礫層になる。この礫層は58年度調査

I区で検出した礫層の延長であり、その標高は9.6～9,9mである。

遺構と遺物 K-22グ リッドの箭Eで ピット4個 (第 5図 、写真 2)が検出された。径が

20～30cmの 円形で深応は 8～33cmである。堆積土は黒褐色シルトで基本層 2層 に酷似している。

4層 では土渡4基 (第 5図 3～ 5)が検出された。 SKl土渡 (写真 3)は I-24グ リッドに

位置し、平面形は径65cmの 円形で、断面はフラスコ状、深さは45cmである。遺構上部は攪乱の

影響を受けており掘り込み面はより上位となる。堆積土中からはロクロ使用、不使用両者の土

師器片が出土している。そのなかには底面から出土した甕の口縁部片 (頸部 くの字状に屈曲、

外面刷毛目後横ナう や堆積± 3層 から出土した円錐台状に開く丹塗りの脚部などがある。 SK

2土墳 (写真 4)は不整楕円形の浅い土墳で、 SK3土墳は楕円形で断面U字形の土渡である。

SK4土壊 (写真 5)は東壁にかかって検出された断面が開いたU字形の土渡である。

尚、 トレンチ南端の状況から、攪乱の影響は南東側へはあまり予想されず、遺構等が更に南

東へ展開することが窺えることを指摘しておく。

(注 )高橋勝也、1983「 Ⅲ 伊古田追跡J『仙台市文化財調査報告書第69集』pp 5～ 22

ク  1984「 Ⅲ 伊古田追跡」『仙台市文化財調査報告書82集』pp5～ 16
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Ⅳ.六反田遺跡 (C-197)

1.遺跡の立地

六反田遺跡は、東北本線長町駅の南西約1,8km、 大野田字五反田・六反田に位置し、名取川に

よって形成された自然堤防上に立地する。遺跡の北側を名取川の一支流である旧魚川が曲流し

ている。標高は12m前後である。

周辺には、伊古田遺跡 (C-196)、 下ノ内追跡 (C-299)が隣接し、旧魚川北岸には山口遺

跡 (C-233)、 下ノ内浦遺跡 (C-300)な どが位置し、縄文時代から中世にかけて連綿と続く

追跡が多く存在している (第 3図 )。

2.調査の方法

市道「下ノ内・六反田」線のうち、昨年度の残 り南半分 (約900ド )を対象に約490∬ の調査

を実施した (Ⅲ区)。 3× 3mの グリッドを基本とし、短軸 (A一 D)、 長軸 (0～ 20)を 設定し

た。調査区はN-49° 一 Eを基準としている。

3.調査の概要

○基本層位

11層 まで確認された。 4層 は 4つ に細分され、4b。 4J冒 で平安時代の濤跡 (SD2)、 小濤状

遺構など、 5層上面では奈良時代の竪穴住居跡 (S11)・ 掘立柱建物跡 (SBl)・ 濤跡 (SD

5・ 6)。 小濤状遺構などが発見された。 5層 は弥生土器片を包合する黒褐色粘土質シルト層で

ある。 6層 ～10層 まで縄文土器・石器が出土している。特に9層 は後期前葉の遺物包含層で、

9a(褐色粘土質シルト)・ 9a-2(に ぶい黄褐色粘土質シルト)。 9b(黒色粘土質シルト)層 に

細分され、多量の遺物が出土した。10層 はにぶい黄褐色粘土質シルト層で、少量の追物が出土

した。この10層 上面で、竪穴住居跡 (S14)。 埋設土器遺構・配石遺構・土渡などが発見され

た。11層 は黄褐色粘土質シルト、にぶい黄褐色砂、砂礫層と一様ではなく、 B・ C-13・ 14グ

リッドは砂礫層が盛り上っている (第 7図 3、 写真 9)。

○縄文時代の遺構と遺物

S14住居跡 (第 8図、写真10～ 12)

〔遺構の確認〕 調査区南西端のBoC-1・ 2グ リッドに位置し、10層上面で検出された。

〔重複・増改築〕 S K16。 17土装に切られる。

〔平面形・規模〕 直径約4.2mの 円形を呈する。
〔堆積土〕 4層 に分けられる。1層は最上層で、褐色粘土質シルト層、2層は炭化物を多く

混入する暗褐色粘土質シルト層である。共に基本層の9層 と考えられる。3層はにぶい黄褐色

砂質シルト・砂層で、比較的厚く堆積し、床面のほぼ全体を覆っている。4層 は壁付近に堆積
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した暗褐色粘土質シルト層で、住居の最下層である。堆積状況は自然堆積を示している。

〔壁〕 基本層の10。 11層 を壁とし、壁高は30～ 40cmで床面より比較的緩やかに立ち上がる。

〔床面〕 基本層の11層 をそのまま床面とし、平担であるが軟らかな床である。掘り方、貼り

床は認められない。

酢主穴〕 ピットは26個検出された。そのうち壁及び壁直下で検出された20個のピットは、

直径10～ 20cmの 円形を呈し、60～80cmの 間隔でめぐる柱穴である。深さは20cmの ものが多く、

その断面形は住居外側に斜方向に傾くものが多い。

麒宇蔵用ピット〕 Plは長軸80cm、 短軸70cmの楕円形を呈し、深さ10cmである。断面形は浅い

U字形で、堆積土中に炭化物・粘土が混入している。

〔炉〕 住居中央から南東に寄って、長軸80cm、 短軸65cmの楕円形に河原イ石を配列した石囲炉

が情築されている。掘り方は長軸2.3m、 短軸1.6mの長楕円形である。炉内部の底面。石は

焼けて変色している。

〔出土遺物〕 各層から少量の縄文土器片・石器が出土した。第17図 1～ 4は 4層 から出土し

たもので、縄文時代後期前葉の南境式のものである。

埋設土器遺構  (第 9図、写真13～ 17)

5基があり、%層中で検出された 5号 を除き、 1～ 4号は10層 上面で検出された。 2号・ 3

号は 2基並んで検出され、完形の深鉢が据えられている。 5号は完形の鉢、 1号 。4号は完形

のものではなく、欠損したものが据えられている。掘り方は土器の大きさと同じか、わずかに

大きく掘り込んでいる。平面形は楕円形のものが多く、深さは15～ 30omである。

配石遺構 (第 10図、写真18～ 20)

2基が検出された。 2号は長軸約 2m、 短軸約 1.5mの三角形状の範囲に比較的大きな河原

石38個 が集中している。 3号は 2号の南側に位置し、河原石約 30個が楕円形状に配している。い

ずれも9b層で石が検出されている。 2号は10層上面で石より南側にややずれて円形の土墳が検

出された。

土墳 (第 9図、写真21～ 26)

10層 上面で検出された土壌は28基である。これらの土羨は円形、楕円形のもので、大きさも

40～ 180 cmの ものがあり、深さも10～ 95cmと 種々である。断面形も浅いU字形・U字形・逆台

形・フラスコ状のものなどがある。土躾から出土した追物としては、 S K28土壊から蛇紋岩製

の大形石斧、S K21土壊から炭化したクルミ、S K46土渡から石皿などがある。

遺物包含層 (第11図、写真27～ 31)

基本層の 9(9a・ 9a2・ 9b)層 から縄文土器・石器が多量に出土した。この 9層 は調査区全

体に分布する9a層以外は部分的な堆積である。9a2層 はB-14と C-12の グリッドを結ぶ線か
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ら東側が河川の影響のため、北側に傾斜する一部に分布する層であり、9b層 は S14付 近とB

-4と C-11の グリッドを結ぶ線から19ラ インまで分布する層である。遺物は各層から出土 し

ているが、特に炭化物を多量に混入、あるいは炭化物のみの層である9b層 が多量に出土 してい

る。その出土状況は層中及び層理面に沿って、一括遺物、大形の破片などが一定の面をなした

状態で、あるいは折 り重った状態で出土 している。

○出土遺物

土  器 (第14～2o図、写真37～ 39)

調査で発見された縄文土器は、大部分遺物包合層から出土し、その他には、 S14住 居跡 。

埋設土器遺構・配石遺構・土渡などから出土している。これらのうち、図化できたものは 6個

体で、深鉢、鉢、注目土器である。

第14図 1は 5号埋設土器で、体部上半が内弯し、頸部が「く」字状が外反する鉢である。口

縁部は大小の突起が 3個つく。頸部は無文で、体部には、 8字状隆線、盲孔、沈線により渦付

三角文があり、沈線間・渦文部にLR縄文が充填 される。

同 2は 9a-2層 出上の深鉢で、口縁部・体部がほぼ直線状に外傾する。日縁部は無文で山形突

起 5個がつく。口縁部 と体部は一条の沈線で区画され、盲孔・ボタン状隆線 (ボタン状貝占付文 )

がつく。体部の文様は沈線による蕨手状文 6単位で、沈線間は磨消縄文が用いられているが、

丁寧な磨きでなく、縄文が残っている。地文は L縄文であるが一部にLR縄文がある。

第15図 1は 10層 出土の深鉢で、口縁部・体部がほぼ直線状に外傾する。口縁部は半円状の隆

線が 5単位貼付けられ、体部上半は 2列に鱗状刺突文が隆線に沿 うように波状につけられ、さ

らに隆線の単位間ごとに下垂する刺突文が 5単位つけられている。地文はLRL縄 文である。

同 2は銑層出土の深鉢で、口縁部 と体部下半を欠損している。体部上半が内弯し、頸部がく
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びれる器形で、体部との境には沈線と刺突文を施す隆線で区画され、 8字状隆線、ボタン状隆

線がつけられる。体部の文様は横に連なる沈線区画の渦付三角文が2段に施され、地文はLR

縄文である。

第16図 1は銑層出土の小形の注口土器である。注口部は体部上半につき、注目部に小突起、

対面に把手あるいは環状の小突起がつく。体部文様は沈線によ:る 曲線の文様で、地文はR(r深

糸文である。

同 2は 10層 出土の注口土器で、体部中央に最大径があり、体部上半が内弯し、口縁部が外反

する。橋状把手が2個向い合い、一方の把手に注口がつく。把手には沈線と刺突文が施される。

日縁部は一条の沈線と刺突文が施される。文様は体部上半に限定され、沈線による三角文、盲

孔が施される。三角文部には植物の茎状のもので描いた細い条線が充填される。

その他、第17・ 18図のようなものが出土している。 1～ 5は S14住居跡 3。 4層 出土、他

は%層 出土のものである。隆線に刺突文のあるもの・連鎖状のもの (4・ 6～ 9・ 18・ 28)、 8

～10は同一個体で、剣状文のもの、さらに蕨手文 (12・ 13・ 17・ 18・ 22)、 ジグザク文・連続 S

字
'吠
文 (1・ 15。 16・ 19・ 20。 26・ 29)な どのものがある。

これらの土器は、縄文時代後期前葉の南境式に属するものである。未整理のものが多くある

ため、不確定であるが、多条沈線のものは今のところ出土していないようである。

石  器 (第 19図・20図、写真39)

S14住居跡、埋設土器遺構、配石追構、土墳、遺物包合層から剣片石器、礫石器が多く出

土している。剣片石器には石鏃 (第 19図 1～ 8)、 石錐 (同 9。 12)、 石ヒ(同 14・ 15)・ ヘラ状石

器 (同 11・ 13)な どがあり、礫石器には、磨石 (第20図 17)、 凹石 (同 18)、 石皿 (同19)が出土

している。これらの石器の時期も縄文時代後期前葉の南境式期のものである。

O奈良・平安時代の遺構と遺物

基本層の 4・ 5層で検出され、竪穴住居跡、掘立柱建物跡、濤跡、小濤状遺構などがある。

S11住居跡 (第12図、写真32・ 33)

〔位置・確認面〕 Ⅲ区、A～ C-2～ 5グ リッドに位置し、 5層上面で検出された。電柱が
あるため、住居全体を検出できなかった。

〔重複・増改築〕 小濤状遺構と重複する。煙道2基、柱穴が二時期あり、改築している。

〔平面形・規模〕 北辺で5.8m、 西辺で5,7mの方形を呈し、主軸方向N-7°一Eである。

〔堆積土〕 8層 に分けられ、7・ 8層 が床面を覆う層である。堆積状況は自然堆積を示す。

〔床面〕 床は貼床と基本層の8層 をそのまま床としている。平坦で、煙道部のある周辺の床

は堅くなっているが、それ以外は軟らかである。

〔壁〕 基本層の6・ 7層 を壁とし、北壁、西壁、南。東壁の一部が検出された。壁高は周濤
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:≡号1争三,

0                2m

S11
1 10YR/
2a10Y R%
2b10YR%
3 10YR%
4 10YR/
5 10YR%
6 10YR%
7 10YR%
8 5YR%

にぶい黄褐色 シルト
掲色 シルト
掲色 シルト
にぶい黄掲色 粘土質シルト
にぶい黄tEI色 粘土質シルト
掲色 粘土質ンルト
掲色 粘土質ンルト
黄掲色 粘土質シルト
明赤tF」色 粘土質シルト

第12図  S11住 居跡

S11煙道
1 10Y R/ 褐色 シルト
2a 75Y R% 褐色 シルト
2b 75Y R% tFJ色  シ,レ ト
3 75Y R% 暗4F」色 粘土質シルト
4a 75Y R/ tF」色 粘土質ンルト
4b 75Y R% 褐色 粘土質シルト
5 7.5Y R% 褐色 粘土質シルト
6 75Y R% 褐色 粘土質シルト
7 10Y R% 褐色 ンルト質粘土
8 10Y R%掲色と10Y R%灰責掲色がまじる
9 10Y R/ 掲色 粘土
lo 10Y R% 掲色 シルト
■ 10Y R/ にぶい責褐色 シルト

*占土



:至揺三,

A排 3区

(昭和51～ 53年度調査区 )

:正継Ξ:

0                 2m

Pl
Pl
10Y R%
10Y R%
10Y R%
10Y R/
P2
10Y R%
10Y R%
10Y R%
10Y R%

P3
1 10Y R%
2 10Y R%
3.10Y R%
4 10Y R%
5 10Y R%
P4
1 10Y R%
2 10Y R%
3 10Y R%

SBl建物跡

掲色 シルト
暗掲色 ンルト
にぶい黄掲色

にぶい黄掲色

にぶい黄褐色

にぶい黄掲色

暗掲色 シルト
にぶい黄褐色

シル ト

粘土質シルト

粘土質シルト

シルト

ンルト

P3

1

2

3

4

1

2

3

4.

暗tFJ色  シルト
にぶい黄褐色 シルト
褐色 シルト
にぶい黄褐色 粘土質シルト

灰黄trp色 粘土質シルト
暗掲色 シルト
灰黄掲色 粘土質シルト
にぶい責褐色 粘土質シルト

第13図
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図 遺 構 層 位 口 径 cr 器 高 cm 底 径 cm 文 様 の 特 徴 遺 物 番 号

1 5号埋設土器 180 84 ボタン状隆線、盲孔、渦付三角文、充填縄文 LR Po-25
2 B C18区  9a-2層 27 4 11 7 ボ タン状隆線、盲孔、蔽手状支、縄文 と、 LR Po-69

第14図 出土遺物 (1)(縮尺乃
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図 遺 構 層 位 日 径 cm 器高 (残存高)cm 底 径 cm 遺 物 番 号

B19区 10層 23 1 盗線支、鱗状刺突、縄 文 LRL Po-74 76
2 B19区 9b層 (281) 隆沈線、刺突、渦付三角文、縄文 LR Po-72 80

第15図 出土遺物 (21(縮尺カ



図 逮 構 層 位 口 径 cm 器高 (残存高)om 底 径 cm 文 様 の 特 徴 還 物 番 号
1 C15区  鋭層 (109) 沈線による曲線、撚糸文 R Po-90
2 C16区 10層 139 (180) 12 1 刺突、三角文、条線を充填 Po-93

第16図 出土遺物 (3)(縮尺カ
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第20図 出土遺物 17)(縮尺カ



底面ょり約40cmで、ほぼ垂直に立ち上がる。

〔住穴〕 床面及び周濤内より12個のピットが発見され、そのうち、柱穴はPl・ P2・ P6で、調

査区外にも1個あり4本の柱と考えられる。又、床面下にも柱穴と考えられるP15、 P19° P20が

あり、改築前の柱穴である。柱穴の掘 り方は60～ 90cmの 円形、楕円形で、柱痕跡は約20cmであ

る。

〔周濤〕 カマ ドの部分を除 きほば全周 しているものと考えられる。同濤は幅約40cm、 深さ約

20cmで、その断面形はU字形を呈する。

〔カマド〕 燃焼部はすでに壊れ、北壁に2本の煙道が情築されている。1号煙道 (西側)は

全長1.8m、 幅45cmの トンネル式で、底面は先端に向って下り、煙り出しで垂直に立ち上がる。

2号煙道は全長2.2m、 幅40cmの トンネル式と考えられるが上部力Mヽ溝状遺構で切られている。

底面は水平で、煙り出しは長軸70cm、 短軸35cmの楕円形のピット状となり、垂直に立ち上がる。

隕宇蔵用ピット〕 P3・ Pユよ円形で、深さも浅いものである。P3は65× 60cmのほぼ円形で、深

さ15cmであり、焼土を多量に混入する。Pざま65×70cmの ほぼ円形で、深 さ10cmで ある。

〔出土遺物〕 各層から土師器・須恵器・鉄製品が出土している。この住居跡の年代は、最下

層より国分寺下層式の土師器邦が出土していることより、この時期に属するものと考えられる。

SBl建 物跡 (第13図、写真34)

S11住 居跡の北側に位置し、全体の建物跡が検出されていないが、西端の掘 り方の状況か

ら2間 × 3間の東西棟建物跡である。桁柱列の方向は E-15°一 Sである。桁行は 3間、総長560

cmで、柱間寸法は西より190+180+190 cm、 梁行は 2間、総長 430 cmで、柱間寸法は耳ヒより

210+220 cmで ある。掘 り方は60× 100 cmの 長方形で、柱痕跡は約20cmである。掘 り方底面で

別の柱痕跡が検出されており、同一場所に建て替えを行 つているものと考えられる。

小清状遺構  (写真35)

基本層の生層 と5層 で検出されている。前者は幅20～40cmの もので、東西方向に走っている。

間隔は不規則である。後者は 1～ 15グ リッドの全域に検出され、主に 6～ 14グ リッドにかけて

密集 している。その幅は20～50cmで 、東西方向、南北方向に走 り、重複 している。切 り合いの

順序も東西方向→南北方向→東西方向である。 S11住 居跡の床面を切断する南北のものは比

較的深いものがある。

このほか、溝跡 3条があり、SD2溝 跡は平安時代、SD5。 6溝跡は奈良時代の溝である。
SD6溝 跡は、昭和51～53年 に調査 をした 1号溝である。

以上のことから、今回の調査で、縄文時代後期の竪穴住居跡・埋設土器遺構・配石遺構・土

渡と各遺構及び包合層より多量の縄文土器・石器が発見され、さらに、奈良時代の竪穴住居跡・

掘立柱建物跡・溝跡・小溝状遺構などが発見された。



写真 7 調査区全景 (10層 )
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写真 8 調査区全景 (5層 )

写真 9土 層 断 面



写真10 S14住 居跡

写真11 同セクション

写真12 同 炉 跡
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写真13 1号埋設土器遺構

:_ξ 写真15 3号埋設土器遺構



写真16 4号埋設土器遺構

写真17 5号埋設土器遺構

写真18 2号配石遺構



写真19 2号配石下土境
(S K22)

写真20 3号配石遺構

写真21 土境群全景
(S K29～33)



写真22 S K13土媛

写真23 S K19土媛

写真24 S K21土媛

ｉ
一
一

一一一十一ぜ１，デ
一一一‘・一，一【

||

オ■

一テ

諄

中勢

一４一・

工I番
■ :■ ●1

liil11ミこ
蝶
■1■を下



写真25  S K46土娠

写真26 遺物出土状況
(S K28)

写真27遺物出土状況
(包含層)



写真28 遺物出土状況

(包含層)

写真29 遺物出土状況
(包含層)

写真30 遺物出土状況
(包合層)

Ａ

ｔｌ‥―

蕊
謙翠



名江卜
こ

rfT ttr_

写真32 S11住 居跡

写真33 同 煙 道
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写真34 SBl建 物跡

写真35 小溝状遺構

写真36 SD2溝 跡 T



1 5号埋設土器
4 10層 出土土器

8 鋭層出土土器

2 10層 出土土器

5 9a2層 出土土器
6 9b層 出土土器

9 4号埋設土器

写真37 出土遺物 (1)
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9b層 出土土器

3号埋設土器

2号埋設土器
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25 9Ы曙出土
26 9b層出土
27 9U冒 出土
28.9り署出土
29 9Ы臀出土

9 S K38土 壊    17 銑層出土
10 9Ы薯出±     18 銑層出土
11 9b層出±     19,9b層 出土
12 鋭層出±     20 9b層 出土
13 9Ы雷出±     21 9ble出 土
14 9b層 出±     22 9Ы習出土
15 鋭層出±     23 銑層出土
16 9U薯 出±     24 9b層 出土

写真 38 出土遺物 12)

住居跡
住居跡
住居跡
住居跡
住居跡

S

S

S

S

S

9b層出土
9b層出土

S K38土 羨



1 9層 出土
2 9層 出土
3 9層 出土
4 9層 出土
5 S14住 居跡
6 9a層出土
7 9a層 出土

8 9層 出土
9 9b層 出土
10 9層出土
11 9層出土
12 9b層 出土
13 9層 出土

写真39 出土遺物 俗)

14 9b層 出土
15 S14住 居跡
16 9b層 出土
17 9層出土
18 9層出土
19 S K46土 壌
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